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※各グラフの下部に記載している計数は、当該項目の状況を分析する上で参考と

した期間にかかる前年比、指数、倍率です。

※掲載されている計数については、年間補正等により改訂されることがあります

ので、計数をご利用される場合には、公表元の最新の資料をご確認ください。
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１．総論

前回
比較

(判断の要点)

【各項目の判断】
前回
比較

【先行き】

【総括判断】 「県内経済は、持ち直しつつある」

（注）５年４月判断は、前回１月判断以降、足下の状況までを含めた期間で判断している。

公共事業 前年度を上回っている 前年度を上回っている

企業の
景況感

「下降」超幅が拡大 「下降」超幅が拡大

住宅建設 前年を下回っている 前年を下回っている

設備投資 ４年度は増加見込み ４年度は増加見込み

企業収益 ４年度は増益見込み

緩やかに持ち直している 持ち直しのテンポが緩やかになっている

雇用情勢 緩やかに持ち直している 緩やかに持ち直している

　個人消費は、ドラッグストア販売額が前年を上回るなど、緩やかに持ち直しつつある。生産
活動は、汎用・生産用・業務用機械や電子部品・デバイスが弱含んでいるなど、持ち直しのテン
ポが緩やかになっている。雇用情勢は、卸売・小売業等で新規求人数が増加しているなど、緩や
かに持ち直している。

　

項　　目 前回(５年１月判断) 今回(５年４月判断)

総括判断 持ち直しつつある 持ち直しつつある

項　　目 前回(５年１月判断) 今回(５年４月判断)

個人消費 緩やかに持ち直しつつある 緩やかに持ち直しつつある

生産活動

４年度は増益見込み

先行きについては、ウィズコロナの下で、各種政策の効果もあって、景気が持ち直しに向かう

ことが期待される。ただし、海外経済の動向、物価上昇、供給面での制約等の影響に十分注意す

る必要がある。
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２．個人消費　…　緩やかに持ち直しつつある

（１）百貨店・スーパー販売額は、飲食料品等が堅調となっていることから、前年並みとなっている。
（２）コンビニエンスストア販売額は、米飯等が好調となっていることから、前年を上回っている。
（３）ドラッグストア販売額は、医薬品等が好調となっていることから、前年を上回っている。
（４）ホームセンター販売額は、灯油や日用品が低調となっていることから、前年を下回っている。
（５）家電大型専門店販売額は、テレビ等が低調となっていることから、前年を下回っている。
（６）乗用車販売（新車登録・届出台数）は、受注残の納車が進んだことから、前年を上回っている。
（７）旅行は、需要喚起の取組や感染症の影響緩和により、緩やかに持ち直している。

〇調理に手間のかからない総菜の需要は、引き続き堅調となっている一方で、日用品は紙製品等で値上げを行ったことから、

低調となっている。

○感染症の影響緩和に伴うオケージョン需要の高まりにより、フォーマル・ビジネスウェアに動きがみられた。

（百貨店・スーパー）

〇各種キャンペーン効果により弁当やファストフードが好調となったほか、行楽需要の増加によりおにぎりや飲料に動きがみら

れた。

○感染症の影響緩和に伴う人流回復により、観光地や繁華街立地店舗では、来店客数が増加している。

（コンビニエンスストア）

○例年に比べ花粉の飛散量が多いことから、鼻炎薬や目薬が好調となっている。

○感染者数の減少に伴い、抗原検査キットやマスクなどの感染症関連商品の需要に落ち着きがみられる。

（ドラッグストア）

○灯油は価格高騰により使用量を節約している様子がみられるほか、日用品はより安価な販売店への買い回りがみられ、低調

となっている。

○物価高による節約志向の高まりから特売日のまとめ買いや、メーカー品よりも価格の安いプライベートブランド商品へのシフト

がみられる。

（ホームセンター）

○巣ごもり需要の反動により、テレビや調理家電が低調となっている。

○省エネ家電購入促進事業の効果により、高性能のエアコンなどに動きがみられる。

（家電）

○納車長期化が徐々に緩和し、受注残の納車が進んでいるほか、在庫を確保できる車種が増加している。

○新型車効果により、受注は堅調となっている。

（自動車販売）

○全国旅行支援の効果により旅行者の負担額が軽減されていることが、旅行需要を下支えしている。

○感染者数の減少を背景に、春休み期間中は好調な予約状況となった。今後は新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分

類が５類に移行されるなど、感染症の影響がさらに緩和し、旅行需要が増加することを期待している。

（旅行）

～ ＜参考＞ 個人消費に関する地域の声 ～

２



4.4

5.6

▲ 10.0

▲ 5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

12
R3.

1
R4.

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1
R5.

2

販売額 前年比（福島） 前年比（全国）

ドラッグストア販売額

販売額前年比（12-2月） 福島 8.3％
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軽 小型 普通

前年比（福島） 前年比（全国）

乗用車新車登録・届出台数

登録・届出台数前年比（1-3月） 福島 16.0％

百万円
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販売額 前年比（福島） 前年比（全国）

ホームセンター販売額

販売額前年比（12-2月） 福島 ▲1.3％

前年比（％）百万円

月
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前年比（％）
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販売額 前年比（福島） 前年比（全国）

百貨店・スーパー販売額

百万円

販売額前年比（12-2月） 福島 0.8％

月

年
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販売額 前年比（福島） 前年比（全国）

家電大型専門店販売額

販売額前年比（12-2月） 福島 ▲2.8％

百万円

月

年

前年比（％）

百万円

〔経済産業省、東北経済産業局〕

前年比（％）

〔経済産業省、東北経済産業局〕

前年比（％）

〔経済産業省、東北経済産業局〕

〔経済産業省、東北経済産業局〕〔経済産業省、東北経済産業局〕

〔日本自動車販売協会連合会、全国軽自動車協会連合会、東北運輸局〕
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年
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販売額 前年比（福島） 前年比（全国）

コンビニエンスストア販売額

百万円

販売額前年比（12-2月） 福島 1.7％

〔経済産業省、東北経済産業局〕

前年比（％）

月

年
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３．生産活動　…　持ち直しのテンポが緩やかになっている

○中国の半導体メーカーの設備投資需要低下により、受注が減少している。

○建設機械向けの需要は、欧米は堅調となっている一方で、中国は弱い動きとなっている。

（汎用・生産用・業務用機械）

○半導体不足の影響緩和により、自動車向けの受注が増加傾向となっている。

（輸送機械）

○世界的な脱炭素化の進展により電気自動車向けの需要が拡大しているため、高操業を継続している。

（化学）

○自動車メーカーの生産台数増加により、車載向けは復調している。

○部品調達先の多様化により、部品不足の影響が緩和しており、稼働率が上昇している。

（情報通信機械）

○世界的な景気後退を背景にスマートフォンやパソコン向けの需要が弱くなっているため、生産調整を行っている。

今後も稼働率が低い状況が続く見通しとなっている。

（電子部品・デバイス）

（１）汎用・生産用・業務用機械は、中国向けの動きが鈍化していることから、弱含んでいる。

（２）輸送機械は、半導体不足の影響緩和等により、緩やかに持ち直している。

（３）化学は、電気自動車需要の高まりなどにより、高水準となっている。

（４）情報通信機械は、車載向けが好調となっていることから、持ち直しつつある。

（５）電子部品・デバイスは、海外経済の減速を背景にスマートフォンやパソコン向けが低調となって

いることから、弱含んでいる。
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鉱工業生産指数（福島県）

鉱工業生産指数（11-1月） 福島 91.9

鉱工業生産指数（福島県）指数

月

年

～ ＜参考＞ 生産活動に関する地域の声 ～

鉱工業生産指数（福島県、季節調整済、H27＝100）

指 数 前 年 比 ％ 1,353.9 1,170.5 1,101.7 932.6 885.6
   4 年 89.1 0.9 85.8 89.2 120.2 36.0 111.2

   4. 1-3 84.1 ― 83.5 73.3 110.7 30.4 110.4

4-6 87.5 ― 86.5 81.4 119.2 27.0 113.9

7-9 93.0 ― 87.3 99.9 127.0 38.9 114.9

10-12 92.6 86.8 107.1 125.4 46.8 106.7

   4. 8 93.0 3.8 86.2 82.8 134.2 41.8 119.7

9 95.7 5.6 87.3 108.1 129.3 46.3 109.2

10 93.8 4.1 90.4 120.5 114.2 46.9 110.8

11 92.7 3.4 81.7 101.8 133.0 45.8 106.4

12 91.3 2.6 88.4 99.0 129.1 47.7 102.9

   5. 1 91.7 8.0 78.4 107.1 127.6 71.5 91.8

94.2 ― 88.0 103.8 125.9 45.0 113.2

91.9 ― 82.8 102.6 129.9 55.0 100.4

（注）１．前年比は原指数。 〔福島県〕

      ２．最終月は速報値。

      ３．4.8-10、4.11-5.1は今回の分析上参考とした期間。

  4.8-10

  4.11-5.1

電 子 部 品
･ ﾃ ﾞ ﾊ ﾞ ｲ ｽ

区 分
総 合

(Wt=10,000)
汎用・生産用・

業 務 用 機 械
輸 送 機 械 化 学

情報 通信
機 械
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４．雇用情勢　…  緩やかに持ち直している

（１）有効求人倍率は、低下している。

（２）新規求人数は、卸売・小売業等で増加していることから、前年を上回っている。
（３）新規求職者数は、前年を上回っている。
（４）事業主都合離職者数は、前年を下回っている。

（５）雇用保険受給者実人員は、前年を下回っている。
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福島 全国有効求人倍率（福島県）
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新規求人数 新規求職者数 前年比（求人） 前年比（求職）

新規求人数・新規求職者数（福島県）

新規求人数前年比 （12-2月） 6.8％

新規求職者数前年比 （12-2月） 7.7％

倍

月

年

人
前年比

（％）

月

年

雇用状況（福島県）

倍 人 前 年 比 ％ 人 前 年 比 ％ 人 前 年 比 ％ 人 前 年 比 ％

 4 年 1.42 14,259 9.1 6,593 ▲  1.7 5,167 ▲  7.9 6,219 ▲  3.8

  4. 1-3 1.39 14,319 7.2 7,217 ▲  4.2 1,206 4.5 5,855 ▲  4.2

  4-6 1.40 13,802 11.0 7,334 0.7 1,882 ▲  1.1 6,154 ▲  4.3

7-9 1.45 14,558 15.4 6,122 1.0 1,086 ▲ 23.1 6,946 ▲  1.7

10-12 1.46 14,358 3.5 5,700 ▲  4.2 993 ▲ 13.0 5,922 ▲  5.4

  4. 9 1.47 15,075 6.3 6,344 ▲  2.3 354 20.0 6,734 ▲  1.8

10 1.46 14,319 0.0 6,311 ▲  3.7 373 ▲ 29.9 6,237 ▲  3.8

11 1.44 13,359 8.3 5,685 ▲  5.3 345 12.4 5,926 ▲  3.2

12 1.46 15,395 2.7 5,103 ▲  3.4 275 ▲  9.2 5,604 ▲  9.4

  5. 1 1.49 15,371 5.2 7,333 3.7 476 7.4 5,630 ▲  6.8

2 1.43 14,771 13.2 8,135 20.6 251 ▲ 21.6 5,425 ▲  4.5

― 15,179 6.8 6,857 7.7 1,002 ▲  6.0 5,553 ▲  7.0

（注）１．新規求人数・新規求職者数は原数値。 〔厚生労働省、福島労働局〕

　　　２．雇用保険受給者実人員は基本手当（延長給付を除く）。

　　　３．4年12月以前の有効求人倍率は改定値。

      ４．4.12-5.2は今回の分析上参考とした期間。

4.12-5.2

区分
雇 用 保 険

受 給 者 実 人 員
有効求人倍率

（季節調整済）
新規求人数 新規求職者数

事　業　主　都　合
離　職　者　数

○非製造業では、人流回復を背景に小売業等からの求人が増加している。製造業では、半導体の供給制約緩和に

よる挽回生産のため求人が増加している一方で、原材料・エネルギー価格高騰に伴う経費増加により、求人を減ら

す動きもみられる。

○感染症の影響緩和に伴い求職活動を再開する動きがみられるほか、地方公共団体等の会計年度任用職員募集へ

の応募が増加している。 （公的機関）

～ ＜参考＞ ～
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５．設備投資　…　４年度は増加見込み

６．企業収益　…　４年度は増益見込み

法人企業景気予測調査（５年１－３月期調査）でみると、４年度は、製造業、非製造業とも
増益見込みとなっている。

５年度は、製造業、非製造業とも減益見通しとなっている。

経常利益

( 19.1 ) 21.7 ( 9.3 ) 17.5 ( 16.2 ) 20.4

▲  9.4 ▲ 17.6 ▲ 14.8

（注）1．電気・ガス・水道、金融・保険を除いた計数。　

      2．（  ）書きは前回調査結果。

      3．集計企業数は、４年度　　８５社（うち製造業２８社、非製造業５７社）

                　     ５年度　　６８社（うち製造業２１社、非製造業４７社）

〔福島財務事務所 「法人企業景気予測調査（5年1-3月期調査）」〕

４ 年 度

５ 年 度

区　分 全 産 業
製 造 業

（前年度比増減率：％）

非製造業

設備投資

( 140.3 ) 115.0 ( 5.1 ) 11.7 ( 45.7 ) 42.4

▲ 18.6 32.0 14.8

（注）1．ソフトウェア投資額を含み、土地購入額を除く。

      2. （  ）書きは前回調査結果。

      3．集計企業数は、４年度　１０１社（うち製造業２７社、非製造業７４社）

                       ５年度　　８３社（うち製造業２０社、非製造業６３社）

〔福島財務事務所 「法人企業景気予測調査（5年1-3月期調査）」〕

区　分 全 産 業
製 造 業

（前年度比増減率：％）

非製造業

４ 年 度

５ 年 度

法人企業景気予測調査（５年１－３月期調査）でみると、４年度は、製造業、非製造業とも
増加見込みとなっている。

５年度計画は、製造業で減少見通しとなっているものの、非製造業で増加見通しとなってい
ることから、全産業では増加見通しとなっている。

 ６



７．企業の景況感　…　現状は「下降」超幅が拡大
　　　　　　 　　 　　　　 　先行きは「下降」超幅が縮小する見通し

法人企業景気予測調査（５年１－３月期調査）の企業の景況判断ＢＳＩでみると、現状
（１～３月）は、全産業では「下降」超幅が拡大している。

先行きは、全産業では「下降」超幅が縮小する見通しとなっている。
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1～3 4～6 7～9 10～12

R5

1～3 4～6 7～9

企業の景況判断ＢＳＩの推移 全産業

製造業

非製造業

(単位：％ﾎﾟｲﾝﾄ）

現状判断 見通し

ＢＳＩ（Business Survey Index）の計算法

※ＢＳＩ＝（「上昇」と回答した企業の構成比） －（「下降」と回答した企業の構成比）

企業の景況判断ＢＳＩ 【原数値】
（前期比「上昇｣－｢下降」社数構成比） （単位：％ポイント）

( ▲ 11.1 ) ( ▲ 12.7 ) ▲ 15.3 ( ▲ 11.9 ) ▲ 12.1 ▲  1.6

( ▲  8.6 ) ( ▲  2.9 ) ▲ 37.1 ( ▲  5.7 ) ▲  2.9 ▲  5.7

( ▲ 12.1 ) ( ▲ 16.5 ) ▲  6.7 ( ▲ 14.3 ) ▲ 15.7 0.0

（注）（　）書きは前回調査結果。

〔福島財務事務所 「法人企業景気予測調査（5年1-3月期調査）」〕

全 産 業

製 造 業

非 製 造 業

５年７～９月

見    通    し
区　分

４年１０～１２月

（4年10-12月期調査） 現　 状 　判 　断

５年１～３月 ５年４～６月

見　　通　　し

 ７



８．住宅建設　…　前年を下回っている

○感染症の影響緩和に伴いイベントを再開していることから、展示場への来場者数は増加している。

資材価格等高騰による住宅価格上昇の影響から、受注棟数は落ち込んでいる。 （住宅建設）

持家 貸家 分譲

戸 前年比％

 4 年 9,330 ▲  4.7 ▲ 13.9 ▲  5.3 17.5

  4. 1-3 2,332 11.3 ▲  8.9 ▲  8.8 78.6

4-6 2,256 ▲ 11.1 ▲ 13.7 ▲ 19.0 8.7

7-9 2,458 ▲  5.7 ▲ 16.1 5.9 5.7

10-12 2,284 ▲ 10.4 ▲ 15.8 1.6 ▲  9.3

  4. 9 820 6.4 ▲  6.1 35.9 12.1

10 775 ▲ 15.2 ▲ 12.9 ▲ 36.6 31.7

11 719 ▲  8.3 ▲ 17.4 14.3 ▲ 15.0

12 790 ▲  7.3 ▲ 17.4 56.1 ▲ 27.9

  5. 1 530 ▲ 35.1 ▲  5.0 ▲ 30.1 ▲ 63.8

2 582 ▲ 17.6 0.6 ▲ 23.0 ▲ 45.0

1,902 ▲ 19.9 ▲  8.3 1.2 ▲ 48.8
  （注）4.12-5.2は今回の分析上参考とした期間。 〔国土交通省〕

新設住宅着工戸数（福島県）

区 分
総戸数

前年比％

 4.12-5.2

新設住宅着工戸数でみると、貸家が前年を上回っているものの、持家、分譲が前年を下回っ
ていることから、全体としては、前年を下回っている。

～ ＜参考＞ 住宅建設に関する地域の声 ～
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2

分譲 貸家 持家 前年比（福島） 前年比（全国） 前年比

（％）

新設住宅着工戸数（福島県）

新設住宅着工戸数前年比（12-2月） 福島 ▲19.9％

月

年

戸
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９．その他項目　

（１）公共事業

公共工事前払金保証請負金額（累計）でみると、前年度を上回っている

（２）消費者物価指数

消費者物価（生鮮食品を除く総合）は、前年を上回っている
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福島市 全国

消費者物価指数（福島市、生鮮食品を除く総合）
令和２年＝100

億 円 前 年 同 期 比 ％

23 年度 2,491 34.9

24 年度 5,398 116.7

25 年度 9,099 68.6

26 年度 10,037 10.3

27 年度 7,962 ▲ 20.7

28 年度 8,578 7.7

29 年度 6,203 ▲ 27.7

30 年度 6,403 3.2

元 年度 6,370 ▲  0.5

2 年度 9,629 51.2

3 年度 4,378 ▲ 54.5

4 年度 5,073 15.9
（注）国、独立行政法人等、県、

　　　市町村 等の合計。

〔東日本建設業保証㈱ほか〕

前払金保証請負金額
（福島県、４～３月累計）

区 分
前 払 金 保 証 請 負 金 額

指数

月

年

指 数 前 年 比 ％

4 年 102.1 2.5

 4. 1-3 100.4 0.6

4-6 101.6 2.6

7-9 102.5 3.1

10-12 103.8 3.9

 4. 9 102.8 3.3

10 103.6 4.0

11 103.8 3.7

12 104.1 4.1

　5. 1 104.2 4.2

2 103.1 2.9

区 分
福 島 市

生 鮮 食 品 を 除 く 総 合

 消費者物価  （令和２年＝１００）

　　　　　　　 　　      〔総務省〕

年

度
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（３）金融状況

県内民間金融機関の貸出金残高でみると、前年を上回っている

（４）企業倒産

件数、負債総額とも前年を上回っている

貸出金残高（福島県）
貸  出  金

月末残高（億円）

  4. 7 47,747
8 47,743
9 47,860
10 47,800
11 48,368
12 48,177

  5. 1 48,494
2 48,739

（注）13銀行（県内店舗分）、8信金（全店分）ベース
　　　なお、銀行については、オフショア勘定及び
　　　中央政府向け貸出を除く。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔日本銀行福島支店〕

区 分
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企業倒産件数・負債総額（福島県）

負債総額 件数億円 件

月

年

企業倒産件数前年比 （1-3月） 5.9％

負債総額前年比 （1-3月） 43.5％

企業倒産件数・負債総額（福島県）

件 前 年 比 ％ 百万円 前 年 比 ％

4 年 66 32.0 12,483 14.7
 4. 4-6 13 8.3 1,950 141.3

7-9 15 7.1 3,373 ▲ 18.9
10-12 21 40.0 4,498 62.9

 5. 1-3 18 5.9 3,821 43.5
 4. 10 10 150.0 1,092 454.3

11 6 ▲ 14.3 2,738 32.8
12 5 25.0 668 32.8

 5. 1 2 ▲ 66.7 271 ▲ 79.9
2 10 150.0 3,265 1,045.6
3 6 ▲ 14.3 285 ▲ 72.4

〔(株)東京商工リサーチ〕

区　　分
件　　　数 負　債　総　額

貸出金残高前年比 （2月） 3.7％
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